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世代を超えオセロで親睦深める
世代間交流

　8月18日、南の関うから館で「世代間交流 オセロ大会」

が開催されました。オセロを通して子どもたちと大人との

交流を図ろうと、町と社会福祉協議会が企画。4年ぶりの

開催となった今年は、老人クラブ連合会や婦人会などから

28人、小学生は32人が参加し、子どもと大人が忖度なしの

真っ向勝負を繰り広げました。

働くことのやりがい・魅力を実感
中学生が職場体験

　8月30日～9月1日の3日間、南関中学校（平
ひ ら い

井一
いちろう

郎校長）
の２年生51人が、町内27箇所の事業所で職場体験学習に
取り組みました。同中学校では、働くことの意義や目的を理
解し、豊かな職業観を育むことなどを目的に当体験を実施。
生徒は事業所の方から熱心な指導を受けながら、一生懸
命仕事に取り組みました。建設会社での体験を振り返り岳

たけ

晃
こう

輝
き

さんは「職場体験の中で、現場では異なる業者の方々
が、とても楽しそうに話をしていらっしゃって、人とのつながり
が強い町だなと感じました」と話しました。
　職場体験学習のまとめは、10月に中学校で開催する「南
関中文化の日」で発表する予定です。

親子で楽しむサマーフェスタ
トコトコさるクマおやこDEサマーフェスタ

　8月27日、親子で買い物やさまざまな体験、ステージイベン
トが楽しめる「トコトコさるクマおやこDEサマーフェスタ」が
南の関うから館で開催され、会場はたくさんの家族連れで
賑わいました。南関町の魅力を発信する「よか、なんかん」
と熊本の子育て世代を応援する「さるクマ」の共催で、夏
休み最後に親子で楽しい時間を共有してもらえればと企画。
キッチンカーやハンドメイドなど20店舗以上が集まったほか、
屋内ではダンスやくまモン・トッパ丸のステージ、寝返り選手
権などが開催されました。また、ピザ作りやスニーカーペイン
トが体験できるコーナーなども設置され、来場者は日曜のひ
とときを家族で楽しみました。

新工場安全祈願祭
㈱カスケディア・トレーディング

　さいたま市に本社を置く㈱カスケディア・トレーディング
（石

い し い

井寛
ひろ

文
ふみ

社長）は９月１日、上坂下の新工場建設予定地
で工事の安全祈願祭を行いました。新工場では、さまざま
な食品製造副産物を活用した飼料の生産（エコフィード事
業）などを計画しており、来春の稼働を目指しています。石
井社長は「飼料の製造拠点としての機能はもちろん、九州
一円のアクセスを備えた物流の拠点としても期待している」
とあいさつ。佐藤町長は「町としてもできる限りの支援を行
います」と話しました。

▲園児に読み聞かせ
　をする生徒

▲白熱のレース展開を見せた
　ハイハイとことこ競争

▲新工場の完成予想図

▲交流を楽しむ参加者

▼図書館で本の返却
　作業に取り組む生徒
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▲熊本日日新聞社の梅野事務局次長から代表で
　表彰を受ける井上繁孝・かよこ夫妻

艹夫


